
　
　
　
　
　
　
　

    　

      　
　
　
　
　
出
典
不
明

梅
は
寒
苦
を
経
て
清
香
を
発
す

　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
言
わ
れ
る
通
り
、

春
の
お
彼
岸
の
頃
に
な
る
と
、
寒
さ
も
ひ
と
段
落

し
、
雪
も
次
第
に
姿
を
消
し
、
大
地
か
ら
は
フ
キ

ノ
ト
ウ
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
顔
を
出
す
な
ど
、
春

の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し

て
、
四
月
後
半
に
な
る
と
い
よ
い
よ
そ
の
顔
を
の

ぞ
か
せ
る
の
が
梅
の
花
。
そ
の
可
憐
な
花
と
清
ら

か
な
香
り
は
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
梅
の
花
は
、
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
て

花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
果
た
し
て
冬
は
厳
し
い
寒

さ
を
与
え
る
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
梅
は
冬
の
厳
し
い
寒
さ
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
春
が
近
い
こ
と
を
感
じ
、
そ
の
つ
ぼ
み

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。
花
を
咲
か
せ
た
後
は
、
春

の
あ
た
た
か
さ
に
育
ま
れ
た
梅
の
実
を
実
ら
せ
、

や
が
て
地
面
に
落
ち
た
実
か
ら
新
た
な
生
命
が
生

ま
れ
ま
す
。
夏
に
な
る
と
そ
の
暑
さ
に
よ
っ
て
葉

を
精
一
杯
茂
ら
せ
て
枝
を
伸
ば
し
、
木
全
体
が
成

令和 5年 3月 15 日（水）発行

長
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
そ
の
葉
を
落
と
し
、

冬
に
な
る
準
備
を
す
る
の
で
す
。
こ
う
し
て
考
え

る
と
、
ど
の
季
節
も
全
て
梅
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
た
だ
厳
し
い
と
ば
か
り
思
わ
れ

が
ち
な
冬
も
ま
た
そ
う
な
の
で
す
。

　
長
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ

る
戦
争
に
よ
る
物
価
高
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
方

が
つ
ら
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

切
な
方
を
亡
く
し
、
そ
の
悲
し
み
の
只
中
に
い
ら

し
ゃ
る
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
の
つ
ら
い
状
況
や
悲
し
み
は
い
つ
ま
で
も
続
く

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の

如
し
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
示
す
通
り
、
こ
の
世

の
幸
不
幸
は
表
裏
を
な
し
て
い
て
、
何
が
不
幸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
に
な
り
、
何
が
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
を
も
た
ら
す
か
わ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
い
の
で
す
。
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
、
お
つ
ら
い
方
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
の
つ
ら
さ
を
抱
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
て
、生
き
て
い
る
「
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
を
大
切
に
過
ご
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
り
ま
し
ょ
う
。

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
五
年
三
月
～
五
月
）

　
　
　
　
　
　
約
三
年
も
の
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
普
及
に
伴
う
重
症
化
率
の
低
下
な
ど
を
背
景
に
、
マ
ス
ク
着
用

が
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
な
ど
、
少
し
づ
つ
収
束
に
近
づ
い
て
い

る
よ
う
で
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
当
寺
の
行
事
も
、
少
し
づ
つ
以

前
の
形
態
に
戻
し
て
い
く
予
定
で
す
。（
副
住
職
）

令
和
五
年
六
月
上
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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・
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
個
人
の
判
断
に
委
ね
る

　
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

・
屋
内
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は
、
以
下

　
の
場
合
の
着
用
を
推
奨
し
ま
す
。

　
①
会
話
を
行
う
場
合
。

　
②
身
体
的
距
離
が
確
保
出
来
な
い
場
合
。

・
発
熱
（
３
７
．
５
度
以
上
）
の
あ
る
場
合
は
法
要
へ

　
の
参
列
・
参
拝
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
引
き
続
き
、「
三
つ
の
密
の
回
避
」、「
人
と
人
と
の

　
距
離
の
確
保
」、「
手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
」
に
ご
協

　
力
く
だ
さ
い
。

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

　

対
策
に
つ
い
て
︵
令
和
五
年
三
月
十
三
日
よ
り
︶

◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

三
月
二
十
六
日（
日
）、四
月
二
十
三
日（
日
）、

五
月
二
十
八
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏
〜
茶
話
会

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

五
百
円　
　
備
考―
全
席
椅
子
席

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

四
月
二
日（
日
）、十
六
日（
日
）、五
月
七
日（
日
）、二
十
一
日（
日
）

六
月
四
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
十
五
分　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座

場
所―

本
堂　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
令
和
五
年
三
月
～
五
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

曹洞宗テレホン法話
曹洞宗宗務庁運営

0120-508-740
携帯の方は 03-3454-5410

※4 月 4日～ 10日

「初心にかえる」

※5月 23日～ 29日

「びんずるさん」

（副住職担当）

曹洞宗テレホン法話
「心の電話」

東北管区教化センター運営

022-218-4444

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

令
和
四
年
度
分
維
持
費
（
四
千
円
）
の
納
入
が

お
済
み
で
な
い
方
、
ま
た
、
お
手
元
に
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
払
込
取
扱
票
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
当

寺
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
最
終
納
付
期
限
は

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
で
す
）
な
お
、
令
和

五
年
度
分
維
持
費
関
係
書
類
は
令
和
五
年
六
月

末
か
ら
郵
送
も
し
く
は
各
地
区
役
員
さ
ん
を
通

し
て
お
手
元
に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

大
安
寺

花
ま
つ
り

行
事
予
告

○
開
催
日
：
令
和
五
年
五
月
八
日
（
月
）

　
午
前
九
時
〜
午
後
二
時

○
共
催
：
大
安
寺
保
勝
会　

○
釈
尊
降
誕
会
法
要　
午
前
十
一
時
〜
（
本
堂
に
て
）

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ
出
店
要
項

・
出
店
料
：
千
円
／
区
画
：2m

×
2m

程
度※

テ

ン
ト
・
椅
子
・
机
は
ご
自
身
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

屋
外
で
の
実
施
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
雨
天
時

は
会
場
が
屋
内
に
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

参
加
申
し
込
み
は
、
四
月
二
十
七
日
（
木
）
ま

で

に
、
メ

ー

ル
（info@

daianji.jp

）、Fax

（0175-34-6426

）、
電

話
（080-2042-8337

）

に
て
、「
グ
ル
ー
プ
名
」「
代
表
者
氏
名
」「
電
話
番
号
」

「
主
な
販
売
物
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
甘
茶
か
け　
午
前
九
時
〜
（
本
堂
前
に
て
）

※

先
着
百
名
さ
ま
に
、
甘
茶
パ
ッ
ク
（
お
子
さ
ま
向
け
）
を
進
呈

○
お
茶
会―

午
前
九
時
〜
午
後
二
時
（
茶
室
に
て
）

○
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
マ
ル
シ
ェ―

午
前
九
時
〜
午
後
二
時

■
三
月
十
五
日（
水
）午
前
十
一
時
〜

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

※

「
だ
ん
ご
ま
き
」を
実
施
し
ま
す
。

■
三
月
二
十
一
日（
火・春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※

荒
天
時
は
本
堂
に
て

■
五
月
八
日（
月
）午
前
十
一
時
〜

「
降
誕
会
法
要
」（
本
堂
）

※

お
釈
迦
さ
ま
の
降
誕（
誕
生
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

Ｑ
．
位
牌
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
位
牌
は
個
人
の
戒
名
や
没
年
月
日
が
記

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
依
り
代
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
従
来
、位
牌
は
「
野
（
仮
）
位
牌
」

「
内
位
牌
」「
寺
位
牌
」
の
三
種
類
が
あ
り
、

祀
ら
れ
る
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
野
（
仮
）

位
牌
は
人
が
亡
く
な
る
と
作
ら
れ
る
白
木
の

簡
素
な
も
の
で
、
墓
前
に
祀
ら
れ
朽
ち
果
て

る
に
ま
か
せ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
位
牌

は
施
主
家
で
祀
る
位
牌
で
本
位
牌
と
呼
ば

れ
、
漆
塗
り
の
位
牌
で
す
。
寺
位
牌
は
寺
院

に
位
牌
堂
が
あ
る
場
合
、
そ
こ
に
納
め
祀
る

も
の
で
す
。
位
牌
は
仏
壇
の
ご
本
尊
さ
ま
や

内
部
の
作
り
に
あ
わ
せ
、
大
き
さ
を
選
択
し

ま
す
。
ま
た
位
牌
は
本
来
一
人
ず
つ
作
る
も

の
で
す
が
、
夫
婦
の
場
合
、
一
つ
の
位
牌
に

二
人
の
戒
名
を
連
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
先
祖
位
牌
が
多
い
場
合
は
、「
繰
り

出
し
位
牌
」
を
用
い
る
か
、
先
祖
代
々
の
戒

名
と
命
日
な
ど
を
記
し
た
精
霊
簿
（
過
去
帳
）

を
用
い
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
多
く
の
場
合
、

位
牌
は
台
座
が
蓮
華
の
形
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
仏
・
菩
薩
が
の
る
台
座
で
あ
り
、
そ

こ
に
成
仏
し
た
故
人
を
祀
り
、
敬
っ
て
い
る

の
で
す
。

出
典
：『
仏
事
Ｑ
＆
Ａ
曹
洞
宗
』
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

第
四
十
七
回

　
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
恒
例
行
事
を
開
催

　
い
た
し
ま
す
。

く

ま
つ

し
ょ
う
れ
い   

ぼ

ぶ
つ             

ぼ    

さ
つ

よ　
　
　

 

し
ろ

だ

へ      　
　

  

せ
い   

こ
う　
　
　

 
は
っ

た
だ   

な
か

  

か     

ふ
く           

あ
ざ
な


